百済の鐙瓦製作技法について［Ⅲ］―鐙瓦製作技法から見た百済泗沘時代造瓦集団の一端― by 戸田 有二
百済の鐙瓦製作技法について [Ⅲ]
―鐙瓦製作技法から見た百済泗時代造瓦集団の一端―
戸 田 有 二
１. はじめに
造瓦にはいくつかの製作技法がある｡ それらの観察によって技法の持つ特徴か






の問題については ｢百済の鐙瓦製作技法Ⅰ・Ⅱ｣ (１) で取り組んできた課題で
あるが, 今回もその継続作業の一環である｡
泗時代の鐙瓦技法にはそれ以前漢城時代の石村洞4号墳跡出土, 夢村土城跡























でそれぞれ細分される｡ そしてこれらのなかで ｢ⅡA1｣ と ｢ⅢA1・2｣・｢ⅣA1・
2｣・｢ⅤA1・2・C1・2｣, ｢ⅢB1～4｣・｢ⅣB1・2｣, ｢ⅤB1・2・D1～3｣ に分類さ
れる接合形態が多いようである｡ そしてこれらの接合形態を持つ鐙瓦は1遺跡の
中でセットとして確認されているのが公山城跡に求められる｡ またこれらの接合
形態のうち ｢ⅡＡ１を除いた ｢ⅢA1・2｣・｢ⅣA1・2｣・｢ⅤA1・2・C1・2｣, ｢Ⅲ





分類し, このなかで接合形態にも言及している (２)｡ このようなことから便宜的










































基本的には瓦当部と接合される ｢男瓦先端部が無加工｣ のものを用いる｡ 泗
地域では旧衙里寺跡, 軍守里寺跡, 扶蘇山城跡内, 錦城山南麓寺跡, 官北里遺跡
(王宮跡), 陵寺跡､ 龍井里寺跡, 窺岩面外里遺跡, 金剛寺跡などのその他遺跡出
土瓦に確認できた｡ 泗の地域では前記遺跡でこの技法が見られるが特に６世紀
末～７世紀初頭の創建と考えられる金剛寺跡ではこの技法が他の官衙・寺跡に比
べて顕著に見られる｡ 発掘調査 (５) では鐙瓦が28形式31種出土している｡ うち１
形, ４形, ５形, 15形でこの技法が行われている｡ 創建期にはその主流を成して
いるところからこの技法をもつ造瓦集団が中心であったことが推測できる｡ その
ほか発掘調査の実施された陵寺跡 (６) では出土数340点中２種類の蓮華文瓦で合
計20点 (７) あり全体の5.9%となる｡ さらに金剛寺跡, 陵寺跡以外の上記遺跡の
中では, 旧衙里寺跡で28種中１種 (3.5％), 軍守里寺跡で14種中１種 (7.1％),
官北里遺跡で18種中１種 (5.5％), 龍井里寺跡で19種中 (無紋３・蓮華文16) １
種 (5.3％), 扶蘇山城内で19種中 (卍文３・無紋６・蓮華文10) １種 (5.3％),





















年) と推定される｡ さらにこの遺跡からは宋山里６号墳, 武寧王陵などにみられ
るも出土しているので時期的にはこれも符号する｡ もう一方の鳳凰洞遺跡瓦は
その蓮華文が武寧王陵築造用に類似する点を指摘できる｡ 武寧王陵は羨門閉塞
用に見られる ｢…士 壬辰年作…｣ の銘文から, その築造が ｢壬辰年｣ つまり,















が南斉の永明年間 (483～493年 『南斉書』) および, 建武２年 (495－東城王17年－
『梁書』) に南斉へ使者を派遣し, それぞれ軍号を授かっている｡ これに関連した
記事は, 『三国史記』 でも南斉建元２年 (480－東城王2年－) に遣使のあったこ
とがうかがえる｡ 次の武寧王代では､ 梁の建国した天監元年 (502－武寧王２年－),
２年前に没した東城王に対し南朝から征東将軍が授けられるが (『梁書』), 武寧
王が南朝に行った遣使の記事は, 武帝天監11年 (512－武寧王12年－ 『三国史記』)
と, 梁の武帝普通２年 (521－武寧王21年－ 『三国史記』) の２回みられる｡ 武寧
王没後は, 普通５年 (524－聖王２年－) 聖王に軍号が授けられている (『梁書』)
ところから, 武寧王の死は, ただちに梁の武帝の元に報告されたものと思われる｡
その後, 『梁書』 によると聖王の代では中大通６年 (534－聖王12年－), 大同７




































































































































陵寺跡 (5.9％), 旧衙里寺跡 (3.5％), 軍守里寺跡 (7.1％), 官北里遺跡 (5.5
％), 龍井里寺跡 (5.3％), 綿城山寺跡 (16.7％), 窺岩面外里遺跡 (33％)
公山城技法Ⅱ１
陵寺跡 (74.7％), 旧衙里寺跡 (17.8％), 軍守里寺跡 (14.2％), 官北里遺跡
(11.1％), 龍井里寺跡 (10.5％), 西腹寺跡 (62.5％), 扶蘇山城内 (10.5％),






陵寺跡 (17.1％), 旧衙里寺跡 (75％), 軍守里寺跡 (54.5％), 官北里遺跡 (66.
7％), 龍井里寺跡 (36.8％), 西腹寺跡 (25％), 扶蘇山城内 (84.2％) 綿城山寺
跡 (50％), 定林寺 (37.5％), 佳増里 (33％)
公山城技法Ⅱ1・2合計
陵寺跡 (91.8％), 旧衙里寺跡 (92.9％), 軍守里寺跡 (57.2％), 官北里遺跡
(77.8％), 龍井里寺跡 (47.4％), 西腹寺跡 (87.5％), 扶蘇山城内 (94.8％),




















陵寺跡 (46％), 旧衙里寺跡 (17.8％), 軍守里寺跡 (14.2％), 官北里遺跡 (11.1
％), 龍井里寺跡 (10.5％), 西腹寺跡 (62.5％), 扶蘇山城内 (10.5％), 綿城山
寺跡 (16.7％), 定林寺跡 (66.7％), 佳増里寺跡 (50％) となり, 次に公山城技
法Ⅱ２では, 陵寺跡 (17.1％), 旧衙里寺跡 (75％, 軍守里寺跡 (54.5％), 官北
里遺跡 (66.7％), 龍井里寺跡 (36.8％), 西腹寺跡 (25％), 扶蘇山城内 (84.2









げることができる｡ この窯場では合計７基の窯跡が検出されており (11) 生産瓦は


















たい｡ 『梁書』 によると聖王の代では中大通６年 (534－聖王12年－) , 大同７年
(541－聖王19年－), 太清３年 (549－聖王27年－) の３回にわたる朝貢記事がみ
られる｡ 大通寺は武寧王崩御の後西暦527 (聖王５) 年建立される｡ そしてその








たものと推測する金鐘萬, 清水昭博氏などの見解もあるあるが (12) 私もこの考え
方と同意見である｡ しかし, 造瓦技法についてはこの段階において, 百済ではす
でに中国から伝えられた造瓦技法を手本にしての試行錯誤の結果, 独自の瓦作り
は出来上がっていたものと考える｡ 聖王の代, 泗遷都は本格的に実現の方向で






以上 ｢公山城技法Ⅰ｣, ｢公山城技法Ⅱ) の接合形態をもつ鐙瓦についてその展
開, 出現時期, 出現背景などにふれた｡ 本稿の意図するところは, 個々の鐙瓦に
識別される技法上の属性 (特徴) の違いはそれぞれの造瓦組織・瓦工集団そのも





る｡ ｢公山城技法Ⅰ｣ については畿内でも一部の寺跡で確認されているが, どち
らかといえば畿内以外で, 北白川廃寺跡 (京都府), 関戸廃寺跡 (岡山県), 横見
廃寺跡 (広島県), 浄法寺廃寺跡 (栃木県) など特に飛鳥時代から奈良時代初期
にかけて, 各地域に主流的技法ではないが広く分布するようである｡ ｢公山城技




『日本書紀』 には崇峻天皇元年 (588), 蘇我馬子の発願で造営された法興寺
(飛鳥寺) の造営は百済から寺工太良未太・文賈古子, 露盤博士將徳白昧淳, 瓦
博士麻奈文奴・陽貴文・陵貴文・昔摩帝彌, 畫工白加などの技術者たちが渡来し
て, 彼らの指導の下法興寺 (飛鳥寺) が造営されたことがわかる｡ 飛鳥寺跡から
は発掘調査の結果出土した創建期の鐙瓦はⅩ型式 (花組Ⅰ・Ⅱ・Ⅵ型式, 星組Ⅲ
～Ⅴ・Ⅶ～Ⅹ型式) に分類されている (13)｡ そしてこれら鐙瓦の接合形態には３
種ある｡ １ ｢男瓦凸面斜め１回削り (Ⅰ型式ａ・Ⅱ型式)｣, ２ ｢男瓦先端部凹凸




ズリ (Ⅲ～Ⅴ・Ⅶ～Ⅹ型式)｣ となる｡ １と２はどちらも花組で, ３は星組とさ
れるものである｡ １については ｢公山城技法Ⅱ１｣ の範囲で今回はとらえたが,









１. 泗時代の鐙瓦技法にはそれ以前の時代に見られるような, いわゆる ｢一本





４. 今回は泗時代のⅡ形式３種の接合形態をとりあげ, 便宜上 ｢公山城技法Ⅰ｣,
｢公山城技法Ⅱ｣ と名称した｡ ｢公山城技法Ⅱ｣ については１・２に分けた｡
５. 今後 ｢公山城技法Ⅱ１・Ⅱ２｣ についてはさらに細分化した分析が必要不可
欠と考える｡
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図７ 左上 坂田寺跡瓦 右上・左右下 斑鳩寺跡瓦 (『飛鳥時代の瓦つくりⅠ・Ⅱ』
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(５) 尹 武炳 ｢金剛寺―扶余郡恩山面琴公里百済寺址発掘報告―｣ 国立博物館 1996年
(６) 『陵寺』 扶余郡・国立扶余博物館 2000年12月
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研究』 第38号 忠南大学校百済研究所 2003年８月
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